
⑩16：00～JERREYBEANSオリジナル・ロック

⑪16：30～京女大ダンスラブUnlimited∞ダンス

⑫17：00～後藤コータロー －POPS－

⑬17：30～18：J‐MAC’65 －GS&J-POP－

⑭18：00～ 沖縄音楽のなぁ！ －沖縄音楽

⑮18：30～ulare_pad 昭和歌謡・世界の名曲

以上15組の色々なジャンルの人たちが、当社の

ギャラリーカフェ集 :と楽々ホールを交互に
襷をつなぎながら演奏をします。

◆当日は、1Fのファミマ店頭での演奏 あり。

◇協力券は、500円

出入りは券の「提示」で自由

◇募金のイベントです。

月
刊
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ス
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▽
10
月
は
私

に
と
っ
て
特

別
月
：1

97
3

年
10
月
1
日
現
在
地

で
㈱
サ
カ
タ
ニ
を
開
店
し
た
。

▼
超
貧
乏
時
代
を
逃
れ
た
い
一
心

で
、
当
時
私
の
年
収
の
10
倍
近
い

債
務
の
あ
る
酒
販
売
免
許
の
あ
る

会
社
を
引
受
け
て
立
っ
た
。

▽
開
店
4
日
後
立
ち
寄
っ
た
母
親

以
上
の
母
だ
っ
た
祖
母
が
10
日
に

急
死
し
た
。
家
内
の
母
も
年
は
違

う
が
同
10
日
が
命
日
。

▼
国
民
学
校
６
年
疎
開
地
か
ら
戻
っ

た
10
月
10
日
？
の
新
聞
で
、
戦
争

反
対
で
囚
わ
れ
獄
中
18
年
の
徳
田･

志
賀
両
氏
の
釈
放
記
事
を
見
た
。

▽
多
く
の
国
民
が
神
国
で
正
義
の

戦
争
と
信
じ
、
信
じ
さ
さ
れ
て
い

た
時
代
に
抗
し
て
、
私
が
生
ま
れ

る
５
年
前
か
ら
監
獄
と
驚
く
。

▼
今
、
問
題
の
「
秘
密
保
護
法
案
」

は
、
徳
田
志
賀
を
捕
ら
え
た
「
治

安
維
持
法
」
に
似
て
為
政
者
が
反

対
意
見
を
押
え
込
む
法
案
だ
ろ
う
。

▽
「
物
言
え
ば
唇
寒
し
秋
の
風
」

で
「
貴
方
の
隣
に
ス
パ
イ
が
い
る
」

と
の
戦
時
標
語
が
復
活
す
る
よ
う

な
事
に
な
り
か
ね
な
い
。

▼
戦
後
68
年
。
戦
争
を
実
体
験
し

た
人
の
多
く
は
亡
く
な
っ
た
。
空

襲
に
怯
え
、
腹
を
す
か
せ
て
寝
ら

れ
な
い
時
代
は
二
度
と
御
免
だ
。

▽
今
、
「
馬
町
空
襲
之
地
」
の
碑

建
立
募
金
活
動
を
し
て
い
る
。
多

く
の
人
々
に
「
京
都
も
被
空
襲
地
」

だ
っ
た
と
知
ら
せ
た
い
。
戦
争
は

人
類
の
人
類
に
よ
る
残
酷
行
為
だ
。

ど
ん
つ
き

第
106
回
定
例
第
３
日
曜
日

10
月
20
日
朝
９
時
〜
~

お
話:

還
暦
の
京
大
四
回

高
鍬
（
た
か
く
わ
）

博
さ
ま

朝粥食べておシャベリ会 :報告

地域とお客様のお役に立つ店をめざして！とんからりん VOL：170 2013(平成25年） 11月１日（金） P1

写
真:

上
は
高
鋤
博
様

左
は
、
朝
粥
前
の
お

話
に
聞
き
入
る
会
場

① 11：30～ 京都市立池田東小学校

すいんぐきっず －ジャズ－

②12：00～ 澤田好宏 －フォーク－

③12：30～ひょうたん島－ほっこり系音楽－

④13：00～The MarshmallowPies－ビートルズ

⑤13：30～ 京都女子大学落語研究会：落語

⑥14：00～ 加藤克明－オリジナルフォーク

⑦14：30～Kyoto Praise of Grace Gospel Choir

(KPG) －ゴスペル－

⑧15：00～ロミオ＆ジュリエット

ー日本の叙情歌昭和歌謡・世界の名曲

⑨15：30～ シーナ・きのはらクラシック・

ジャズ・ロック－
１
９
４
８
年
生
：
京
大
理

学
部･

医
学
部
の
両
部
卒

業
・
現
在
は
文
学
部
在
学

中
と
い
う
前
天
理
よ
ろ
ず

相
談
所
病
院
消
化
器
内
科

部
長
と
い
う
お
方
。

『
三
度
目
の
還
暦
京
都
大

学
合
格
記
』
な
る
ご
本
出

版
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
っ

と
流
し
読
み
を
し
た
が
、

も
し
こ
の
本
を
私
〈
編
集

者
）
が
高
校
時
代
に
読
ん

で
い
た
ら
一
応
受
験
を
し

た
京
大
に
受
か
っ
た
か
も
。

残
念
な
が
ら
そ
の
頃
先
生

は
4
歳
だ
っ
た
し
、
も
う

喜
寿
を
超
え
て
は
今
更
無

理
と
い
う
も
の
。
ご
本
の

副
題
は
「
究
極
の
脳
ト
レ

は
受
験
勉
強
」
受
験
生
に

は
是
非
読
ま
せ
た
い
。

1500

円
は
安
い
！

第１０回

駅伝ライブ
2013年11月10日（日）：◆開場／11時 ◆開演／11時30分～～19時30分

◆協力（順不同）◆NPO法人音の風:京都ビートルズ研究会:沖縄音楽なぁ：㈱ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ:松本酒造：
ひょうたん島:日本名門酒会：「まちみらい東山」：集酉楽サカタニ:ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄサカタニ京阪七条

2004年スマトラ
地震支援から始まり
今年で１０回目

ユニセフ：ハンドインハンド

募金と東日本支援基金！！
プロ:アマ:小学生:女子大生：など15組

報
告

第
５
回

馬
町
爆
撃
を
語
り
継
ぐ
会

平
成
25
年
10
月
19
日
（
土
）
6
時
30
分
〜

東
山
区
馬
町
バ
ス
停
近
く:

京
都
市
立
白
河
総
合
支
援
学
校
東
山
分
校

図
書
室
に
て
当
会
会
長
濱
田
健
二
挨
拶
後

①
お
話
「
爆
撃
さ
れ
た
当
時
の
状
況
と

そ
の
後
の
馬
町
付
近
の
こ
と
」
を

爆
撃
時
学
区
伝
令
員
だ
っ
た

石
本
喜
代
史
氏
よ
り
40
分
聞
い
た

②
爆
撃
碑
に
つ
い
て

石
田
泰
和
氏

③
碑
に
つ
い
て
提
案
、
意
見
交
換
を
し
た
。

碑
の
原
石
は
確
保
済
・
場
所
も
学
校
校
門
付

近
に
内
定
済
で
「
碑
」
の
文
字
の
検
討
に
入

り
「
馬
町
空
襲
の
地
」
と
刻
し
、
脇
に
石
に

被
害
状
況
を
記
入
し
・2014

年
（
平
25
）

1
月
16
日
（
爆
撃
の
日
）
に
序
幕
式
開
式
を

し
ま
す
。
資
金
は
全
て
募
金
に
て
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〒
振
替
払
い
込
み
口
座
を
開
設
す
る
と
し
た
。

ご
協
力
賜
り
た
く
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
者
名
石
田
泰
和
（
会
世
話
役
）

口
座
記
号00950

2
113887

要
振
込
料

馬町空襲の地石碑イメージ

参加協力券
500円

※この様な形で
の『駅伝ライブ』
は、事情で今回で
最後になるかも。
形を変えて継続の
努力をします。



1974

年
10

1
日
「
㈱

サ
カ
タ
二
」

は
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
ワ
イ
ン
＆
フ
ー

ズ
」
と
冠
し
て
。
店
舗
設
計
施
工
は

「
サ
ン
ト
リ
ー
」
の
子
会
社
。
古
い
京

町
家
風
な
旧
屋
を
洋
風
に
、「
カ
テ
ィ

サ
ー
ク
」
の
看
板
を
上
げ
て
。
当
時
は

ジ
ョ
ニ
赤･

黒
・
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
全

盛
の
時
代
だ
っ
た
が
、
何
時
か
「
軽
く

サ
ッ
パ
リ
と
し
た
タ
イ
プ
」
の
時
代
が

来
る
と
先
取
り
し
た
。
日
本
酒
も
大
手

酒
を
減
ら
し
「
地
方
酒
」
を
多
く
し
た
。

10
月
１
日
〜
５
日
ま
で
開
店
特
売
を

し
た
。
開
店
の
前
日
ま
で
「
酒
問
屋
」

の
常
務
だ
っ
た
の
で
、
仕
入
れ
は
お
手

の
も
の
。「
開
店
ワ
ン
ツ
ゥ
ス
リ
セ
ー

ル
」
の
名
を
つ
け
「
特
売
」
を
し
た
。

酒
の
特
売
は
業
界
で
は
ご
法
度
時
代
。

組
合･

税
務
署
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
っ

た
。
が
開
店
セ
ー
ル
だ
と
押
し
切
っ
た
。

（
以
後
も
毎
月
始
め
三
日
間
の
セ
ー
ル
を
続
け
た
）。

売
り
出
し
最
終
日
に
、「
吉
田
」
に

住
む
祖
母
（
天
理
教
分
教
会
長
）
が
来
た
。

私
に
は
「
母
」
以
上
の
存
在
の
人
。

「
忙
し
そ
う
や
。
手
が
空
い
た
ら
吉
田

に
お
出
で
や
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
帰
っ

た
。
そ
れ
で
、
初
の
休
業
日
９
日
、

「
吉
田
」
の
教
会
へ
。
縁
側
で
お
シ
ャ

ベ
リ
。「
長
い
辛
抱
と
苦
労
を
さ
せ
た

な
ぁ
、
そ
や
け
ど
、
店
に
沢
山
来
て
呉

れ
は
っ
て
良
か
っ

た
な
ぁ
」
と
喜

ん
で
呉
れ
た
。

二
時
間
ほ
ど
話

し
私
は
「
明
日

宇
治
の
教
会
へ

行
く
日
や
な
ぁ
、

一
人
で
大
丈
夫
か
」
と
聞
い
た
。
祖
母

は
「
う
ん
京
阪
中
書
島
か
ら
Ｋ
さ
ん
と

一
緒
や
」「
ほ
な
気
を
つ
け
て
」
と
言

い
交
わ
し
店
に
戻
っ
た
。
そ
れ
が
最
後

の
別
れ
に
な
る
。
翌
10
日
体
育
の
日
。

開
店
後
の
初
休
業
日
。
ゴ
ロ
リ
と
Ｔ
Ｖ
。

そ
こ
に
２
時
過
ぎ
父
か
ら
電
話
が
、

「
お
ば
ぁ
チ
ャ
ン
が
宇
治
で
死
ん
だ
！

こ
れ
か
ら
吉
田
へ
連
れ
て
帰
る
」

10
日
宇
治
の
部
下
教
会
秋
大
祭
で

「
お
勤
め
」
の
後
、
祖
母
が
上
級
の
会

長
と
し
て
信
者
さ
ん
達
に
前
の
八
足
台

に
手
を
置
き
、、「
今
日
は
皆
さ
ん
き
て

下
さ
っ
て
お
お
き
に
」
挨
拶
の
頭
を
下

げ
た
後
、
メ
ガ
ネ
が
ポ
ト
ン
と
落
ち
た
。

異
常
と
気
づ
い
た
信
者
さ
ん
が
身
体
の

傍
へ
、
既
に
息
が
絶
え
て
い
た
と
言
う
。

祖
父
と
祖
母
が
造
っ
た
「
店
」
の
場

所
で
、
孫
の
手
で
酒
屋
（
㈱
サ
カ
タ
ニ
）

を
復
活
し
た
の
を
見
届
け
、
ホ
ッ
と
気

が
緩
ん
だ
の
か
も
知
れ
な
い
。
83
歳
、

厳
し
か
っ
た
が
優
し
い
祖
母
だ
っ
た
。

当
初
、
祖
父
に
習
っ
て
「
立
飲
み
酒

場
」
予
定
し
て
い
た
が
、
祖
母
の
死
で

そ
の
開
店
は
12
月
に
ま
で
延
期
し
た
。

上
杉
持
朝
の
家
臣
太
田
道
灌
が1457

年
（
長
禄
元
年
）
に
江
戸
城
を
築
城
。

後
、
豊
臣
秀
吉

か
ら
北
条
氏
旧

領
関
八
州
を
与

え

ら

れ

駿

府

（
静
岡
）
か
ら
転

居
し
た
権
大
納

言
徳
川
家
康
が

江
戸
城
を
居
城

に
、
豊
臣
崩
壊
後
、
徳
川
幕
府
が
出
来

て
、
城
域
を
拡
大
し
天
主
閣
も
あ
る
江

戸
城
が
完
成
し
た
。
そ
の
江
戸
城
は1

657

年
（
明
暦
3
）
起
こ
っ
た
「
明
暦

大
火
」
で
天
守
閣
は
焼
落
ち
以
後350

年
再
建
さ
れ
て
な
い
。
こ
の
大
火
で
江

戸
の
60
％
以
上
消
失
、
死
者
10
万
。

正
月
で
寒
さ
と
餓
え
で
苦
し
ん
だ
。
幕

府
は
再
発
防
止
に
区
画
整
理
を
し
延
焼

防
止
の
た
め
道
を
広
げ
都
市
整
備
を
し

た
。
そ
の
結
果
、
当
時
の
パ
リ
、
ロ
ン

ド
ン
を
凌
ぐ
百
万
都
市
に
な
っ
た
。

天
主
閣
は
軍
事
施
設
を
示
す
も
の
、

多
く
の
大
名
や
幕
臣
が
再
建
を
主
張
し

た
が
「
天
守
閣
を
再
建

す
る
金
が
あ

る
な
ら
被
災
者
の
救
済
に
使
え
」
と
四

代
将
軍
家
綱
の
臣
，
保
科
正
之
が
反
対

し
将
軍
も
そ
の
道
理
に
従
っ
た
と
伝
え

ら
れ
後200

年
そ
れ
を
継
承
し
た
。

現
在
の
地
震
津
波
、
原
発
，
東
京
オ

リ
ッ
ピ
ク
「
お
も
て
な
し
」
の
姿
勢
と

比
べ
て
、
人
間
と
し
て
何
れ
が
正
し
い

か
考
え
て
み
た
い
も
の
だ
。
日
本
人
は
。

注
:
天
理
時
報
10
月
27
日
号
よ
り
、
題
は
そ
の
ま
ま
・

文
は
、
日
本
史
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
白
駒
妃
登
美

様
の
文
の
大
意
を
引
用
し
た
（
つ
も
り
）。

台
風
が
こ
ん
な
に
頻
繁
に
来
る
な

ん
て
異
常
気
象
は
計
り
知
れ
な
い
域

ま
で
達
し
て
、
そ
れ
で
政
治
も
こ
ん

な
ん
か
し
ら
。
し
ら
ん
ま
に
憲
法
も

変
え
れ
ば
と
提
案
、
失
言
と
み
な
さ
れ

た
某
政
治
家
が
い
た
が
、
本
人
は
至
っ

て
本
気
だ
っ
た
の
で
は
？
と
い
う
の
も

こ
こ
京
都
で
も
知
ら
ん
ま
に
値
上
げ
や

変
更
、
い
や
も
っ
と
偉
い
こ
と
が
目
白

押
し
と
思
え
ま
す
。
正
気
の
沙
汰
で
は

な
い
よ
う
で
す
。

サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
さ
な
が
ら
怒
涛

の
よ
う
に
事
件
や
な
ん
や
か
や
が
お
し

よ
せ
て
く
る
。
そ
ん
な
い
ま
、
お
急
ぎ

の
秘
密
保
護
法
案
な
ど
は
何
と
も
怪
し

い
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
沖
縄
返
還
の

際
の
軍
事
機
密
の
真
実
を
突
き
止
め
よ

う
と
し
た
記
者
が
ど
ん
な
ひ
ど
い
目
に

あ
っ
た
か
、

後
の
祭
り

だ
っ
た
。

そ
ん
な
犠

牲
者
が
ど

こ
に
も
い

て
、
そ
れ
で

日
に
何
本
も
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
が
放

映
さ
れ
る
。
見
る
と
も
な
く
見
て
い
て

も
犯
人
は
意
外
な
善
人
で
、
そ
ん
な
こ

と
も
あ
る
の
か
と
い
う
涙
の
物
語
も
あ

る
が
、
社
会
の
構
造
的
矛
盾
に
切
り
込

ん
だ
も
の
は
決
ま
っ
て
蜥
蜴
の
し
っ
ぽ

切
り
で
、
後
は
闇
の
中
。
政
治
経
済
的

権
力
者
は
に
や
り
と
立
ち
去
る
。
そ
ん

な
わ
け
で
、
民
衆
は
一
度
だ
っ
て
戦
争

責
任
を
認
め
さ
せ
き
れ
て
な
い
。

例
え
ば
の
話
は
、
え
ら
い
小
さ
く
な

る
が
、
敬
老
乗
車
証
。
こ
れ
が
、
高
齢

者
福
祉
に
寄
与
し
、
お
蔭
様
で
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
、
満
員
。
嫁
や
家
族
に
世
話

に
な
ら
ず
、
三
途
の
川
は
自
力
で
渡
る

と
笑
顔
の
老
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
私
も

仲
間
に
入
れ
て
も
ら
う
話
が
色
々
あ
る

が
、
こ
れ
ぞ
市
民
の
良
識
の
る
つ
ぼ
だ
。

皆
、
あ
の
敬
老
証
が
し
ぼ
む
よ
う
で
は

京
都
の
名
が
泣
く
と
怒
っ
て
い
る
。
ケ

チ
な
話
な
ど
で
は
な
く
、
さ
す
が
、
京

都
の
証
を
こ
そ
よ
ろ
し
く
。
そ
う
、
爆

撃
を
受
け
た
証
な
ど
真
っ
先
に
取
り
組

ん
で
こ
そ
愛
で
あ
ろ
う
。

根
本
的
に
無
理
と
い
う
な
ら
代
わ
っ
て

く
だ
さ
い
ま
せ
。
み
ん
な
い
う
て
ま
っ

せ
。
赤
字
や
か
ら
値
上
げ
な
ん
て
子
供

の
い
う
こ
と
や
。
秘
密
法
案
も
み
ん
な

に
知
ら
れ
た
ら
ま
ず
い
こ
と
が
仰
山
や

か
ら
で
し
ょ
。
ろ
く
で
も
な
い
こ
と
を

通
し
た
ら
あ
か
ん
。
戦
争
で
よ
う
よ
う

勉
強
し
た
こ
と
で
す
。

無
理
を
通
せ
ば
道
理
は
こ
け
ま
す
。
年

寄
り
の
言
う
こ
と
よ
う
よ
う
き
か
ん
と

危
な
い
で
っ
せ
。
世
界
の
京
都
も
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

運
・
鈍
・
根

第
四
話

知
ら
ん
ま
に

石
動
敬
子

江
戸
城
現
皇
居

に

天
主
閣
が
な
い
理
由

写
真
：
吉
田
の
玄
関
に
て
、
右
は
編
集
者
・
中
央
が
祖
母･･

前
の
チ
ビ
は
弟
・
妹
た
ち
と･

そ
の
母
。

後
、
も
う
一
人
の
妹
が
増
え
て
い
る
。

絵：三途川『十王図』
土佐光信画



東
福
寺･

通
天
橋
こ
の
頃

の
暑
さ
で
は
紅
葉
が
遅
れ
る
だ
ろ
う
が
、

昔
な
が
ら
紅
葉
狩
り
の
名
所
「
東
福
寺
」

を
書
く
。
古
く
か
ら
の
読
者
方
に
は
若

干
の
重
複
を
お
許
し
頂
き
た
い
。

「
東
福
寺
」
は
、
日
本
最
古
に
し
て

最
大
級
の
伽
藍
が
あ
り
、
臨
済
宗
東
福

寺
派
の
大
本
山
。
東
山
峰
の
34
峰
目
・

恵
日
山
（
エ
ニ
チ
ヤ
マ
）
か
ら
鴨
川
へ
の

「
三
の
川
」
が
谷
で
分
け
る
よ
う
に
寺

内
に
な
が
れ
、
南
北
を
結
ぶ｢

痛
天
橋
」

〈
写
真
）
は
紅
葉
狩
り
に
絶
好
の
場
所
。

時
代
映
画
の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
に
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
。
只
、
こ
の
流
れ
の

｢

地
下
水
」
は
、
音
羽
川
や
鴨
川
の｢

水
」

と
は
少
し
違
っ
て
酒
造
り
に
は
不
向
き

だ
と
い
わ
れ
る
。
東
福
寺
門
前
の
元
造

り
酒
屋
さ
ん
に
よ
る
と
「
仕
込
み
は
五

条
近
く
の
酒
造
家
の
水
を
使
っ
た
」
と

き
く
。
そ
う
言
う
と｢

塩
小
路
以
南
〜

深
草
間
で
酒
蔵
は
一
蔵
し
か
無
か
っ
た
。

こ
の
辺
り
は
９
２
４
年
（
延

長
２
）
藤
原
忠
平
の
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
「
法
性
寺
」
の
影
響

が
大
き
い
。
今
有
る
の
「
法
性

寺
」
は
東
福
寺
と
本
町
の
間
に

小
さ
な
も
の
だ
が
、
旧
月
輪
学

区
と
一
橋
学
区
を
占
め
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
寺
領
と
重
な
る

〈
奪
う
）
よ
う
に12

23

年
（
嘉

禎
一
）
九
条
道
家
に
よ
っ
て

「
東
福
寺
」
が
建
立
さ
れ
「
法
性

寺
」
の
寺
領
は
小
さ
く
な
っ
た
。

法
性
寺
大
路
は
道
幅
も
広
く
伏

見･
宇
治
へ
向
う
幹
線
道
路
だ
っ

た
。
特
に
豊
臣
秀
吉
の
伏
見
築

城
後
「
伏
見
街
道
」
が
更
に
整

備
さ
れ
現
本
町
通
り
に
な
っ
て

い
る
。
元
々
「
東
福
寺
」
は
九

条
家
山
荘
で
、
月
を
愛
で
る
場

と
「
月
輪
殿
」
と
称
せ
ら
れ
後

の
小
学
区
名
に
な
っ
た
。
明
治

７
年
に
は
、
東
福
寺
村
と
稲
荷

組
が
合
併
し
「
福
稲
町
」
が
出

来
た
。

先
の
戦
時
中
、
陸
軍
が
寺
の

一
部
を
「
兵
舎
」
に
使
い
、
父

が
部
隊
の
経
理
係
だ
っ
た
の
で

面
会
に
行
き
貴
重
品
だ
っ
た

「
お
菓
子
」
を
貰
っ
た
。
今
や
紅

葉
名
所
「
通
天
橋
」
も
昭
30
年

頃
ま
で
は
「
バ
イ
ク
」
で
通
り

抜
け
が
出
来
た
し
、
も
う
少
し

前
ま
で
は
「
橋
の
下
」
で
紅
葉

を
見
て
「
店
の
す
き
焼
き
会
」

を
開
い
た
。
窮
屈
な
今
と
違
い

の
ん
び
り
し
た
時
代
だ
っ
た
。
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関
田
町

を
出
た

市
電
は
、
正
面
に
大
文
字
山
を
望
ん
で

東
へ
向
か
い
ま
す
。
左
手
に
は
前
回
ご

紹
介
し
た
清
風
荘
の
緑
の
生
け
垣
が
し

ば
ら
く
続
き
ま
す
が
、
そ
れ
が
途
絶
え

る
と
、
両
側
の
車
窓
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
商
店
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
出
川
通
の
道
幅
が
少
し
広
く
な
る

と
「
百
万
遍
」
に
到
着
で
す
。

東
大
路
通
と
今
出
川
通
の
交
差
点
は
、

百
万
遍
と
呼
ば
れ
ま
す
。
住
所
表
示
に

は
現
れ
な
い
通
称
地
名
と
言
え
ま
す
が
、

市
電
・
市
バ
ス
の
停
留
所
名
だ
け
で
な

く
、
広
く
施
設
や
商
店
の
名
称
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
東

山
線
（
東
大
路
通
）
へ
曲
が
る
渡
り
線

が
あ
り
、
１
系
統
は
こ
れ
を
曲
が
っ
て

東
山
線
へ
、
２
、
12
、
22
系
統
は
直
進

し
ま
す
（
昭
和
四
十
七
年
ま
で
）
。

百
万
遍
の
由
来
と
な
っ
た
知
恩
寺
が
、

こ
の
交
差
点
か
ら
少
し
東
へ
行
っ
た
北

側
に
あ
り
ま
す
。
知
恩
寺
は
一
三
三
一

年
、
悪
病
が
流
行
し
た
際
に
、
法
然
上

人
が
念
仏
を
百
万
遍
唱
え
て
祈
願
し
、

悪
病
を
防
い
だ
と
さ
れ
、
百
万
遍
の
名

が
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

現
在
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
広
い
寺
域
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
初
期
の
地
図

を
見
る
と
、
現
在
の
百
万
遍
交
差
点
の

東
北
は
す
べ
て
寺
域
で
、
そ
の
由
来
も

納
得
で
き
ま
す
。
現
在
の
知
恩
寺
で
は
、

毎
月
一
回
の
手
づ
く
り
市
や
、
11
月
の

古
本
市
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

会
場
と
し
て
、
市
民
に
は
な
じ
み
の
深

い
寺
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
百
万
遍
と
い
え
ば
、
言
う
ま

で
も
な
く
京
都
大
学
の
所
在
地
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
南
角
に
は

京
大
の
石
垣
と
校
舎
が
あ
り
、
カ
ラ
フ

ル
な
タ
テ
カ
ン
が
堂
々
と
歩
道
上
に
並

び
、
交
差
点
は
、
学
生
た
ち
の
人
波
が

絶
え
ま
せ
ん
。

京
都
大
学
は
、
明
治
二
十

年
、
東

京
に
対
す
る
西
の
学

問
の
中
心
地
と

し
て
、
京
都

大
学
設
置

の
建
議
を
議
会
で

行
い
、

明
治
三
〇
年
、
法
科
、
医

科
、
文
学
を
置
く
、
京
都

帝
国
大
学
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
場
所
は
、

京
都
の
中
心
か
ら
離
れ
た
、

尾
張
藩
屋
敷
跡
に
設
け
ら

れ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
市
電
と

百
万
遍
と
の
思
い
出
、
と

言
え
ば
、
や
は
り
団
塊
の
世
代
だ
け
に
、

大
学
紛
争
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
代
前
半
、
京
大
も
紛
争
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
“
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ

ン
゜
と
称
し
て
、
学
内
か
ら
出
て
市
街

戦
が
行
わ
れ
た
の
が
百
万
遍
交
差
点
で

し
た
。
あ
る
時
、
全
共
闘
の
投
げ
た
火

炎
瓶
が
誤
っ
て
自
分
の
衣
服
に
燃
え
移

り
、
学
生
が
火
だ
る
ま
に
な
っ
て
、
逃

げ
惑
う
写
真
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
背

後
に
は
、
足
止
め
さ
れ
た
市
電
の
姿
の

あ
っ
た
の
が
い
ま
も
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
。

い
ま
の
百
万
遍
は
、
学
生
た
ち
で
賑

わ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
商
店
が
立

ち
並
ぶ
、
活
気
の
あ
る
交
差
点
に
は
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
分
、
天
下
の
京
都
大

学
の
門
前
交
差
点
と
し
て
は
、
い
さ
さ

か
品
格
に
欠
け
る
風
景
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

市
電
が
走
っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静
二
32

百万遍交差点を曲がる２２系統。タテカンが賑やかに並ぶ

↓東山三六峰34番恵日山

←南北・通天橋・ 西から↓

背
後

に
百

万

遍
由

来
の

知
恩

寺
、

京

都

大

学

を

の

ぞ

む

百

万

遍

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
44



前
号
よ
り

少
し
遡
り

ま
す
。1931
年
〈
昭
）
の
恐
慌
の
影
響

で
酒
の
販
売
量
が
激
減
し
酒
造
家
の
休

廃
業
が
進
み
ま
す
。
私
共
の
近
所
（
現

タ
ツ
ノ
建
材
の
所
）
に
有
っ
た
北
川
酒
造

さ
ん
も
そ
の
頃
廃
業
さ
れ
広
場
に
な
り

町
内
の
相
撲
の
土
俵
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
酒
税
は
「
造
石
高
税
」
酒
蔵

元
は
造
っ
た
量
に
課
税
さ
れ
「
売
れ
な

く
て
も
課
税
」
さ
れ
る
形
で
し
た
。
そ

の
調
整
対
策
で
醸
造
量
と
同
時
に
、
販

売
業
者
も
減
ら
す
た
め
、
酒
販
売
免
許

制
度
が
で
き
ま
し
た
。
何
処
で
も
売
れ

た
「
酒
」
も
、
販
売
量
の
少
な
い
店
は

酒
免
許
が
と
れ
ず
廃
業
。
酒
卸
も
酒
統

制
会
社
と
酒
造
業
が
主
体
の
「
酒
販
売

卸
組
合
」
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
免
許
制
度
は1975

年
（
昭50

）

頃
ま
で
酒
が
豊
富
に
な
っ
て
も
残
り

「
酒
業
界
」
を
保
護
し
た
の
で
す
。

そ
の
上
、
戦
争
激
化
、
米
不
足
で
酒
醸

造
量
が
激
減
、
配
給
制
度
で
酒
は
宝
物

の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
前
号
の
補
足

そ
の
中
で
酒
統
制
会
社
に
勤
務
し
た

父
は
酒
卸
の
「
旨
味
を
会
得
」
し
た
。

父
は
、
祖
父
亡
き
後
、
酒
小
売
と
酒
場

の
店
は
、
祖
母
と
（
義
）
母
と
店
員
に

に
任
し
て
昭22

〜24

は
統
制
会
社
を
引

き
継
い
だ
日
本
酒
類
販
売
㈱
（
現
在
も

大
手
酒
問
屋
）

の
の
下
請
け
で
祇
園
近
く
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○
編
集
者
は
、
来

年
80
歳
に
な
る
。

な
る
。
祖
父
は
58
歳
父
は
63
歳
で
没
し
た
。

我
が
家
の
男
性
は
比
較
的
短
命
だ
っ
た
。

●
私
は
幼
時
か
ら
病
弱
だ
っ
た
子
。
そ
の

父
よ
り
真
面
目
？
に
生
き
て
き
た
か
ら
＋

５
年
、
医
学
の
進
歩
で
も
う
5
年
の
＋
73

歳
の
予
定
で
人
生
設
計
を
立
て
て
き
た
。

○
調
べ
て
い
な
い
が
、
遺
伝
子
は
父
系
で
な

く
、
母
方
ら
し
い
。
幼
児
の
こ
ろ
伝
染
病
で

府
立
の
お
医
者
が
、
も
う
こ
の
子
は
死
ん

で
い
る
と
言
わ
れ
た
が
生
き
返
っ
た
。

●
小
学
校
時
代
は
体
操
の
時
間
は
外
さ

れ
、
給
食
も
虚
弱
児
用
を
食
べ
さ
さ
れ
た
。

６
年
生
の
時
、
戦
時
縁
故
疎
開
で
、
電
気

の
な
い
村
で
過
ご
し
た
。

○
野
菜
嫌
い
が
治
っ
た
。
毎
日
学
校
か
ら

帰
る
と
山
か
ら
「割
」を
運
び
、
朝
は
鶏
の

世
話
を
す
る
生
活
。
そ
れ
が
健
康
な
私
に

変
え
た
。
戦
争
の
お
陰
？
。

●
戦
争
が
な
け
れ
ば
「疎
開
」も
な
い
。
以

後
見
違
え
る
程
丈
夫
な
子
に
な
っ
た
。
で

も
戦
争
は
大
嫌
い
。
精
神
的
な
悩
み
、
お

金
の
な
い
ド
ン
底
も
経
験
し
た
。

○
そ
ん
な
時
、
い
つ
も
ス
ー
と
、
救
い
の
手
が

く
る
。
求
め
て
も
待
っ
て
も
い
な
い
の
に
。
少
々

努
力
は
し
て
い
る
が

運
が
良
い
の
だ
ろ
う
。

祖
母
は
、
「運
」は
動
か
ん
来
な
い
と
説
い
た
。

●
動
く
と
「運
」が
向
こ
う
か
ら
来
る
。
と

も
言
っ
た
。
「と
ん
か
れ
り
ん
」で
運
が
来
る

か
も
と
チ
ョ
ッ
と
期
待
し
な
が
ら
書
き
続
け

て
い
る
。
期
待
は
外
れ
る
か
も
。

編
集
後
記

酒
屋
で

生
き

て

生
か
さ
れ
て

第
八
十
四
話

統
制
〜
配
給

〜
書
き
終
え
た
時
〜

月
三

天

最
近
一
本
、

小
説
を
書
き
終
え
ま
し
た
。

最
近
一
冊
、

日
記
を
書
き
終
え
ま
し
た
。

最
近
一
通
、

手
紙
を
書
き
終
え
ま
し
た
。

最
近
一
話
、

漫
画
を
書
き
終
え
ま
し
た
。

何
か
を
書
き
終
え
た
時
っ
て
、
ど
ん

な
風
に
な
り
ま
す
？
例
え
ば
私
は
、

壊
れ
ま
す
ね
。
同
居
人
曰
く
「
い
き

な
り
腐
っ
た
バ
ッ
タ
が
、
キ
ャ
ハ
ハ

ハ
と
高
笑
い
を
始
め
る
！
」
の
だ
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
頭
の
中
に

は
、
や
り
き
っ
た
感
や
モ
ヤ
モ
ヤ
、

喜
び
や
喪
失
感
、
次
の
〆
切
り
や
作

品
の
構
想
等
々
、
色
ん
な
こ
と
が
入

れ
換
わ
り
立
ち
替
わ
り
浮
び
上
っ
て

い
ま
す
。
も
う
、
何
を
取
れ
ば
い
い

の
か
も
頭
の
中
で
整
理
出
来
な
く
な

る
と
、
高
笑
い
し
始
め
る
の
で
す
。

死
に
そ
う
な
顔
し
て
笑
う
も
の
で
す

か
ら
、
な
ん
と
も
気
持
ち
悪
い

そ
う
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
暫
く
葛
藤

が
始
ま
り
ま
す
。
な
ん
せ
、

「
死
ぬ
か
と
思
っ
た
」
と
云
う
く
ら

い
精
気
を
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
次
に
出
て
く
る
言
葉
は

「
書
き
た
く
な
い
」
で
す
。
し
か
し
、

こ
う
云
う
時
に
限
っ
て
脳
内
に
は
構

想
が
浮
か
び
、
勝
手
に
話
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
無
視
し
て
書

か
な
い
と
、
う
な
さ
れ
て
眠
れ
な
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
段
階
を
経
て
、

や
っ
と
〆
切
の
確
認
を
し
、
自
分
に

書
か
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
け
れ
ど
一
ヶ

月
先
で
す
と
、
も
う
暫
く
書
き
ま
せ

ん
。
こ
こ
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
、

一
ヶ
月
の
間
に
三
本
ほ
ど
〆
切
が
あ

る
と
、
書
き
は
じ
め
ま
す
。
始
め
は

同
時
進
行
で
、
話
し
の
中
頃
に
差
し

掛
か
る
と
徐
々
に
ど
れ
か
に
絞
っ
て

ゆ
き
、
一
本
ず
つ
仕
上
げ
て
ゆ
き
ま

す
。

「
頭
の
中
は
、
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
に
生

き
な
ら
な
い
の
？
」

良
く
さ
れ
る
質
問
で
す
が
、
ゴ
チ
ャ

ゴ
チ
ャ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
題
名
を

見
れ
ば
、
ど
ん
な
話
だ
っ
た
か
、
ど

ん
な
風
に
進
め
た
か
っ
た
の
か
、
前

頭
葉
に
浮
か
ぶ
情
景
が
直
ぐ
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
原
稿
と

睨
め
っ
こ
し
て
ゆ
く
の
で
す
。

次
に
ぶ
ち
当
た
る
壁
は
、
客
観
的

な
面
白
味
で
す
。
中
間
を
過
ぎ
た
頃
、

あ
れ
や
こ
れ
や
と
言
葉
を
探
り
始
め

ま
す
。
こ
の
言
い
回
し
の
方
が
面
白

い
の
で
は
な
い
か
？
そ
う
思
っ
て
今

書
い
て
い
る
所
か
ら
下
っ
て
ゆ
き
、

至
っ
て
シ
ン
プ
ル
に
書
い
て
い
る
始

め
を
読
み
か
え
す
と
、
そ
ち
ら
の
方

が
読
み
や
す
く
て
、
ま
た
書
き
直
し

ま
す
。
直
し
終
る
と
、
最
後
に
取
り

掛
か
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
精

根
尽
き
る
寸
前
で
、
ま
た
書
く
書
か

な
い
の
葛
藤
が
始
ま
る
の
で
す
。

と
本
町
の
二
つ
荷
捌
所
を
運
営
し
て

い
ま
し
た
。

敗
戦
の
混
乱
が
治
ま
り
、
酒
・
新
式

焼
酎
（
現
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー

）
ウ
イ
ス
キ
ー

等
が
出
回
り
清
酒
醸
造
も
や
や
増
え

た19
4
8

年
に
酒
乙
卸
免
許
制
度
が
で

き
ま
し
た
。
甲
卸
は
酒
税
の
課
製
造

元
に
代
わ
っ
て
納
付
で
き
る
大
手
。

乙
卸
は
酒
税
課
税
済
み
の
酒
類
を
扱

う
も
の
。
予
談
で
す
が
、
父
の
子
供

時
代
、
学
校
の
成
績
は
、
上
か
ら
甲
・

乙
・
・
。
私
の
頃
は
、
優･

良
・
可
で

し
た
。
お
役
所
の
古
風
的
体
質
が
判

り
ま
す
ね
。

酒
小
売
と
祖
母
名
義
の
酒
場
を
閉
め

て
そ
の｢

乙
卸
免
許
を
申
請
す
る
」
と

い
う
父
に
私
は
反
対
だ
っ
た
。
父
は

「
ま
ぁ
申
請
だ
け
す
る
わ
」
で
し
た
っ

が
実
際
は
猛
運
動
し
て
い
て1
9
49

年

〈
昭2

4

）
12
月
免
許
を
得
ま
し
た
。

私
の
反
対
理
由
は｢

卸
業
は
中
間
搾
取｣

の
よ
う
な
形
態
の
弱
さ
を
気
に
し
た

の
で
す
。
中
学
三
年
か
ら｢

商
業
コ
ー

ス
」
で
学
ん
だ
知
識
で
そ
う
思
っ
た

の
で
す
。
（
昭4

9

年
迄
酒
卸
免
許
は
酒
小
売
を

禁
止
で
し
た
）

隣
合
わ
せ
の
二
軒
家
を
、

西
側
は
倉
庫
。
東
は
事
務
所
と
住
宅

で
ス
タ
ー
ト
。
マ
ツ
ダ
の
オ
ー
ト
三

輪
車
と
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ク
ー
タ
ー
。
店

員
は
五
名
、
事
務
１
名
で
の
出
発
で

し
た
。
弟
は
赤
ん
坊
妹
二
人
と
祖
母

と
母
と
女
中
さ
ん
が
一
人
、
酒
問
屋

は
順
調
に
ス
タ
ー

ト
で
儲
か
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
、

花
の
？
高
校
一
年

生
。
映
画
と
鉄
道

写
真
に
夢
中
で
し

映
画
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」1943

制
作1946

年
日
本
上
映

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
バ
ー
ク
マ
ン:

ハ
ン
フ
リ
ー･

ボ
ガｰ

ド


